
「
マ
ク
ロ
視
点
」
の
論
点
明
確
に

ごあいさつ

Ｑ
Ｅ
Ｓ
２
０
１
４
実
行
委
員
会
委
員
長
品
質
工
学
会
　
理
事
・
副
会
長
谷
本
　
勲

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
３
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
復
旧

は
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

被
災
地
の
者
と
し
て
皆
さ
ま
の

ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
し
か
し
被
災
地
に
は
、
ま
だ

ま
だ
復
興
の
気
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
支
援
の
多
く
が
復
旧
支
援

に
留
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

元
に
戻
す
復
旧
で
は
な
く
、
新

し
い
価
値
を
生
み
出
す
復
興
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
被
災
地
の
経
済
再
生
で

あ
り
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
の

再
生
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。

　
品
質
工
学
会
と
し
て
は
こ
の

経
済
再
生
の
一
助
を
担
う
べ
く

「
マ
ク
ロ
視
点
の
品
質
工
学
」

を
標
榜
し
、
展
開
を
し
て
参

ひ
ょ
う
ぼ
う

り
ま
し
た
。
問
題
解
決
か
ら
価

値
創
造
へ
、
こ
の
視
点
転
換
が

今
年
度
の
テ
ー
マ
で
す
。
ま
さ

に
日
本
経
済
の
復
旧
か
ら
復
興

へ
の
転
換
で
す
。

　
今
年
度
は
１
０
０
件
を
超
え

る
投
稿
が
あ
り
、
「
マ
ク
ロ
視

点
の
品
質
工
学
」
を
掲
げ
て
３

回
目
の
大
会
を
迎
え
た
成
果
と

自
負
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
間
、
司
会
者
に
よ
る
多
角
的

論
説
を
通
し
て
視
点
、
論
点
の

ワ
イ
ド
化
を
図
り
、
ま
た
発
表

者
に
は
研
究
目
的
の
明
確
化
、

目
的
と
方
法
の
整
合
性
そ
し
て

実
施
例
に
よ
る
検
証
を
お
願
い

し
、
マ
ク
ロ
視
点
の
論
点
を
明

確
に
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
マ
ク
ロ
視
点
に
つ
い
て
一
応

の
ま
と
め
が
必
要
な
時
期
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
特
別
講

演
を
休
止
し
、
学
会
有
識
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
「
新
し
い
品
質
工
学
の
方

向
性
」
と
し
て
、
ま
と
め
を
試

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
期
待

下
さ
い
。

　
発
表
内
容
、
司
会
者
の
ま
と

め
の
内
容
に
注
目
し
て
大
会
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
討
論
に
積

極
参
加
し
て
、
新
し
い
「
マ
ク

ロ
視
点
」
の
知
見
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
第

回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
が
６
月

、

の
両
日
、
東
京
・
大
井
町
の

き
ゅ
り
あ
ん

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館

で
開
催
さ
れ
る
。
大
会
テ
ー
マ
は

「
品
質
工
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
探
る
―
マ
ク
ロ
視
点
で
問
題
解
決
か
ら
の
脱

却
―
」
。
今
大
会
で
発
表
さ
れ
る
論
文
は
１
０
２
件
。
発
表
の
形
式
に
は
壇
上
発

表

２
会
場

と
ポ
ス
タ
ー
発
表

４
会
場

が
あ
る
。
い
ず
れ
の
形
式
に
お
い

て
も
発
表
者
と
参
加
者
が
討
論
を
行
え
る
。
参
加
費
は
一
般
２
万
円
、
学
生
６
５

０
０
円
。
申
し
込
み
は
品
質
工
学
会
事
務
局

０
３
・
６
２
６
８
・
９
３
５
５
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
６
２
６
８
・
９
３
５
０

へ
。

優
れ
た
発
表
は
壇
上
講
演
で
特
別
討
論
会
に
も
注
目

品
質
工
学
会
理
事
　
応
用
計
測
研
究
所
矢
野
宏

マ
ク
ロ
視
点
で
問
題
解
決
か
ら
の
脱
却
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本
格
的
な
研
究
へ

　
品
質
工
学
会

年
の
経
過

で
、
品
質
工
学
会
誌
に
掲
載

さ
れ
た
研
究
論
文
は
６
０
０

編
以
上
に
達
し
た
。
研
究
論

文
は
「
開
発
と
研
究
」
と

「
事
例
研
究
」
に
分
け
て
掲

載
さ
れ
、
前
者
の
方
が
研
究

要
素
が
濃
い
論
文
と
さ
れ
て

い
る
。

周
年
を
経
過
し
た

２
０
０
８
年
以
前
に
は
、
年

間
の
掲
載
論
文
数
が
「
開
発

と
研
究
」
で

編
、
「
事
例

研
究
」
で

編
の
年
も
あ
っ

た
が
、

年
に
は
両
者
が

―

編
と
ほ
ぼ
同
数
に
な

り
、
そ
れ
以
後
は
「
開
発
と

研
究
」
が

編
、
「
事
例
研

究
」
が

編
と
逆
転
し
て
き

て
い
る
。
こ
う
し
た
情
勢
の

変
化
に
は
深
い
意
味
が
あ

る
。

　
学
会
が
発
足
し
た
頃
は
、

多
く
の
研
究
が
新
し
い
取
り

組
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
研
究
要
素
が
強
か
っ

た
。
し
か
し
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
、
た
と
え
技
術
的

な
課
題
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
か
な
り
の
研
究
に
お
い

て
新
規
性
の
要
素
は
失
わ
れ

て
い
る
。
多
く
の
取
り
組
み

は
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
応
用

と
な
る
た
め
、
「
事
例
研

究
」
に
分
類
さ
れ
る
論
文
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
。
一
方

で
、
本
当
に
新
し
い
研
究
課

題
は
容
易
に
は
解
決
し
な
い

高
度
な
も
の
と
な
る
か
ら
、

そ
の
数
は
簡
単
に
は
増
え
て

い
か
な
い
。
こ
れ
を
品
質
工

学
の
停
滞
と
呼
ぶ
人
も
い
る

が
、
い
よ
い
よ
本
当
の
研
究

が
始
ま
っ
て
い
る
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

田
口
玄
一
博
士
の

主
張
の
す
ご
さ

　
品
質
工
学
の
創
始
者
で
あ

る
田
口
玄
一
博
士
は
、
す
で

に
１
９
６
７
年
に
「
統
計

筆
者
注

今
で
言
う
品
質

工
学

の
役
割
」
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
先
駆
的
な
主
張

を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
田
口

玄
一
論
説
集
第
１
巻

日
本

規
格
協
会
、
２
０
１
１

に

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

社
会
問
題
の
発
生
予
測

や
診
断
自
体
が
必
要
の
な
い

社
会
に
す
る
こ
と
。

　

前
述
が
不
可
能
か
不
経

済
の
と
き
、
安
く
て
誤
り
の

少
な
い
予
測
、
診
断
、
判
定

な
ど
の
方
法
を
考
え
る
こ

と
。

　

さ
ら
に
前
述
が
う
ま
く

い
か
な
い
場
合
、
誤
り
が
起

こ
っ
て
も
損
失
が
最
少
に
な

る
処
置
を
考
え
る
こ
と
。

　
こ
れ
が
ま
さ
に
品
質
工
学

の
課
題
で
あ
り
、
目
標
で
あ

ろ
う
。
品
質
工
学
会
の
こ
れ

ま
で
の

年
は

の
活
動
が

中
心
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
研

究
は

と
し
て
展
開
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
を
本
格
的
に
展

開
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

年
の
大
会
か
ら
目
標
と
し
て

き
た
「
マ
ク
ロ
品
質
工
学
」

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
開
発
設

計
現
場
や
生
産
現
場
の
問
題

解
決
だ
け
で
な
く
、
企
業
の

技
術
開
発
の
、
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
研
究
展
開
が
必
要
で

あ
る
。

革
新
的
研
究
の
発
表

　
ま
ず
大
会
初
日

日

時

半
か
ら
の
「
マ
ク
ロ
視
点
で

の
品
質
工
学
」
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
Ｎ
Ｍ
Ｓ
研
究
会
の
吉

原
均
氏
が
「
歴
史
的
な
日
本

企
業
の
業
績
」
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ
の

生
駒
亮
久
氏
が
「
労
働
安
全

の
意
識
調
査
」
、
コ
ニ
カ
ミ

ノ
ル
タ
の
戸
枝
孝
由
氏
が

「
化
学
物
質
の
毒
性
推
定
シ

ス
テ
ム
」
の
研
究
発
表
を
行

う
。

　

日

時

分
か
ら
の

「
開
発
・
設
計
に
お
け
る
品

質
工
学
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
沢
田

龍
作
氏
が
「
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
保
持
機
能
の
設
計
」
、
Ｋ

Ｙ
Ｂ
の
満
嶋
弘
二
氏
が
「
自

動
車
乗
り
心
地
の
安
定
化
研

究
」
、
東
海
理
化
の
山
村
英

記
氏
が
「
磁
石
の
着
磁
分
布

制
御
」
の
研
究
発
表
を
行

う
。
い
ず
れ
の
研
究
も
き
わ

め
て
革
新
的
な
も
の
な
の

で
、
ぜ
ひ
聴
講
参
加
し
て
議

論
し
て
ほ
し
い
。

　

日

時
か
ら
の
「
製
造

段
階
に
お
け
る
品
質
工
学
」

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
松
浦
機

械
製
作
所
の
青
木
規
泰
氏
が

「
組
立
作
業
工
程
の
バ
ー
チ

ャ
ル
設
計
」
、
マ
ツ
ダ
の
岡

山
一
洋
氏
が
「
フ
レ
ー
ム
ハ

ー
ド
条
件
最
適
化
」
、
あ
じ

か
ん
の
金
築
利
旺
氏
が
「
食

品
工
場
の
毛
髪
除
去
ロ
ー
ラ

使
用
条
件
」
に
関
し
て
研
究

発
表
を
行
う
。

　

日

時

分
か
ら
の

「
評
価
に
お
け
る
品
質
工

学
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ア

ル
プ
ス
電
気
の
岩
泉
一
雅
氏

が
「
不
良
流
出
撲
滅
活
動
の

総
括
」
、
ヱ
ス
ケ
ー
石
鹸
の

安
藤
欣
隆
氏
が
「
は
み
が
き

チ
ュ
ー
ブ
接
着
工
程
評

価
」
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
不

破
直
秀
氏
が
「
エ
ン
ジ
ン
壁

温
分
布
の
最
適
化
」
の
発
表

を
行
う
。
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ

る
製
品
開
発
・
設
計
・
製
造

段
階
で
の
問
題
に
向
き
合
う

新
し
い
研
究
で
あ
る
。
い
ず

れ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
司
会
団

を
構
成
し
て
、
徹
底
的
な
討

論
が
行
わ
れ
る
。

ポ
ス
タ
ー
発
表
の
魅
力

　
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会

で
は
、
通
常
の
学
会
で
敬
遠

さ
れ
が
ち
な
ポ
ス
タ
ー
発
表

が
大
変
な
人
気
で
あ
る
。
司

会
の
リ
ー
ド
の
も
と
、
参
加

者
と
発
表
者
が
直
接
討
論
を

行
う
の
で
、
発
表
者
に
も
参

加
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
と
い
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

す
べ
て
の
発
表
が
高
い
レ
ベ

ル
で
完
成
さ
れ
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
。
そ
の
中
か
ら
、

優
れ
た
発
表
を
探
し
出
し
て

聞
く
の
も
、
大
会
参
加
の
醍だ

い

醐
味
で
あ
る
。

ご

み

　
探
し
出
す
ヒ
ン
ト
は
、
研

究
発
表
件
数
の
多
い
組
織

に
、
比
率
的
に
面
白
い
も
の

が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い

と
言
っ
て
お
く
。

　
松
浦
機
械
製
作
所
か
ら
６

件
が
発
表
さ
れ
る
が
、
技
術

開
発
本
部
長
が
先
頭
に
立
っ

た
「
売
れ
る
工
作
機
械
の
予

測
」
と
い
う
新
し
い
研
究
が

注
目
で
あ
る
。
Ｙ
Ｋ
Ｋ
は
新

顔
な
が
ら
７
件
も
の
発
表
が

新
鮮
で
あ
る
。
富
山
高
等
専

門
学
校
か
ら
は
３
件
で
、
特

に
「
つ
く
ば
地
区
の
地
震
の

予
測
」
で
は
東
日
本
大
震
災

の
予
測
ま
で
も
可
能
に
し

た
。

　
広
島
県
立
総
合
技
術
研
究

所
か
ら
は
赤
潮
発
生
の
判

別
、
か
き
の
養
殖
技
術
、
レ

モ
ン
栽
培
技
術
に
関
す
る
発

表
４
件
が
新
し
い
。
ア
サ
ヒ

技
研
の
２
件
は
強
度
評
価
の

た
め
の
標
準
片
の
開
発
と
い

う
計
測
技
術
に
お
い
て
不
可

欠
の
研
究
で
あ
る
。

　
新
顔
の
小
松
製
作
所
グ
ル

ー
プ
か
ら
は
２
件
の
ユ
ニ
ー

ク
な
研
究
発
表
が
あ
る
。
富

士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
は
品
質
工
学

の
老
舗
で
３
件
の
発
表
を
行

う
。
Ｉ
Ｈ
Ｉ
も
伊
藤
源
嗣
学

会
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
元
で
３
件
の
成
果
が
発

表
さ
れ
る
。
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
か
ら
の
発
表
は
、
マ
ク
ロ

品
質
工
学
の
切
り
口
か
ら
も

注
目
で
あ
る
。

　

日

時

分
か
ら
は
、

公
益
財
団
法
人
精
密
測
定
技

術
振
興
財
団
品
質
工
学
賞
論

文
賞
、
品
質
工
学
会
Ａ
Ｓ
Ｉ

賞
、
一
般
社
団
法
人
富
山
県

経
営
者
協
会
品
質
工
学
賞
の

表
彰
式
が
あ
る
。

　
今
大
会
の
呼
び
も
の
は
特

別
討
論
会
で
あ
る
。
「
新
し

い
品
質
工
学
の
方
向
性
」
を

テ
ー
マ
に
、
齋
藤
潔
副
会
長

の
司
会
の
も
と
、
あ
じ
か
ん

の
金
築
利
旺
氏
、
Ｎ
Ｍ
Ｓ
研

究
会
の
吉
原
均
氏
、
吉
野
不

動
産
鑑
定
事
務
所
の
吉
野
荘

平
氏
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
沢

田
龍
作
氏
が
討
論
を
展
開
す

る
。
い
ず
れ
も
品
質
工
学
会

で
受
賞
歴
を
持
つ
新
鋭
で
あ

り
、
何
が
出
て
く
る
か
楽
し

み
で
あ
る
。
司
会
の
力
量
が

大
き
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

日

時

分
か
ら
は
論

文
賞
各
賞
受
賞
者
に
よ
る
受

賞
記
念
講
演
が
あ
り
、
さ
ら

に
今
大
会
で
の
優
秀
な
研
究

発
表
に
対
す
る
表
彰
も
行
わ

れ
る
。


